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あき！黄金色の棚田で稲刈りツアー 

 

10 月 8 日(土） 

9:30 オリエンテーション。 

   自己紹介。全ツアー参加の家族 4 名。 

   2 回目参加 6 名。関東からオーナー2 

   名参加です。 

   同じく関東から、FoE Japan のツア 

   ー参加者 9 名、その他で、今日は総 

   勢 25 名で稲刈りをします。 

   夏にお友だちになった秋田と神奈川 

   の子どもたちも再会しました。 

   よかったですね。 

 

 

10:00 稲はどうなっているでしょう。いろいろ想像しながら横倉へ出発。 

    ぽかぽかと暖かく稲刈り日和です。      

       横倉に到着。黄金色の棚田が続いていました。オーナー田の稲も黄色く実ってい 

    ますが、風で倒れています。 

市川博之さんのご挨拶の後、いよいよ稲刈りの始まりです。 

善吉さんに刈った稲の束ね方を教わります。うーん。なかなか難しい！でも、上手ですよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



子どもたちも頑張っています。          下の棚田の稲刈りもしました。 

 

刈った稲は、天日干しにするために、はさ掛けにします。 

                       刈り取った稲束をもって記念撮影 

 

 



                              水無沼 

 

昼食は、田んぼのそばで。ごちそうがいっぱい。働いたあとのおにぎりは、美味しいね。 

昼食後、横倉から水無沼にかけて散策をしました。 

春は雨に降られましたが、今日は良いお天気。ここは、里山では珍しく山の稜線にブナが

残る景色の良い所です。藤里で最もきれいだという山の湧き水も流れています。横倉の地

は、飲料水にもなるこの山からの水の恩恵を受けて、暮らしていたのです。             

                 稲刈りの後で 



15:30  味噌造り 

     講師の淡路敬子さん 

 

１．用意してあった茹でた大豆と麹と塩を混ぜます。 

２．挽肉用の機械に入れて、材料をミンチ状にします。 

３．ミンチ状になったものを、空気を抜くようにしながら丸く玉にします。 

４．お味噌を入れる容器に、玉を押して平らにしながら（空気を抜くように）詰めます。 

５．上を平らにならして、重しをおきます。 

６．家に持ち帰って、冷暗所に保管します。 

７．年末に美味しいお味噌ができあがりました。 

         

初体験の人がほとんどで、みなさん大感激でした。 

 

味噌造り体験の帰りに、藤里町の商工会でかけている観光

用のアユの梁を見学しました。 

危険だということで、梁の上には上がれませんでした。 

産卵のために河口に下るアユが、この仕掛けに落ちます。

アユの落ちるのは、夜が多いようです。 

                                アユの梁 



10 月 9 日(日）  

    今日は小岳に登ります。良く晴れて、絶好の登山日和です。 

8:00  ぶなっこ教室を出発。 

    木々の紅葉が始まる中、林道をマイクロバスに揺られること 1 時間半。 

    ようやく登山口に到着。 

    小岳は、標高 1042ｍ。頂上が世界遺産地域のバッファゾーンに入るブナに覆わ 

        れたとてもきれいな山です。 

10:00  5 才と小学 2，3 年生、3 人の子どもたちを先頭に、いよいよ登り始めます。 

     子どもたちにとっては、すごい挑戦です。頑張ってね！ 

        きれいなブナ林の中を登っていきます。でも急です。 

最後のブナ帯を抜けると、視界が開けます。 

白神の山並みが、折り重なるようにはるか彼方ま

で続いています。 

頂上まで、あと一息。    

12:00 頃頂上に到着。 

目の前にもこもことブロッコリーのようなブナの

森が広がっています。 

白神の世界遺産地域のブナの森です。 

子どもたちも、頑張って登りました。 

5 才のお子さんが登頂したのは、最年少かもしれませ

ん。 

 

16:30 ぶなっこ教室へ帰ってきました。 

    今日は本当に楽しい登山でした。 

    みなさんで感想を述べて、秋のツアーは、無 

       事終了しました。 

       11 月にお米ができるのが、楽しみです。  

     来年も是非参加してください。 



◆稲の生育状況 

   5 月 11 日  田興しをする                苗 

   6 月 17 日   田植え後               7 月 14 日 

 

        7 月 30 日               10 月 8 日 収穫 

 

 


